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事業者の考えるEAL課題の検討スケジュール

2022年１⽉
ATENA
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１．はじめに

 EALの進め方に関しては、2021年11月4日の面談（Webex）において事業者の認
識している課題と、今後の進め⽅について説明を⾏っている。

 この面談において、BWR特重EAL、その他事業者の認識している課題（「参考１」の
資料参照）についての検討スケジュールを提⽰するよう要請を受けている。

 次⾴以降に、事業者において検討したスケジュールを示す。
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2021年 2022年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

２．検討スケジュール（１）

 BWRの特重EALの整備

 BWR有効性評価を踏まえた判断基準に考慮できる設備の拡充

PWR側での議論を適切に反映すべく、早期の対応を目指していきたい。

事業者案検討
▽NRA面談（１回目）

▽公開会合（１回目）

会合結果反映

▽NRA面談（２回目）

公開会合（２回目）▽

面談結果反映

面談結果反映

3

▽NRA面談（全体スケジュール提示）
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２．検討スケジュール（２）

 その他事業者の考えるEALの課題（具体的項⽬は、参考資料参照）

２０２２年度 ２０２３年度

上期 下期 上期 下期

4

特重対応等

その他事業者の考えるEALの課題検討

検討が進んだ課題について面談にて説明

BWR特重施設対応に引き続き、１年半程度を⽬途に、他の課題に対する検討を
⾏う。BWRの特重施設のEAL対応が⻑期化する場合は、特重対応を優先する。
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EALあるべき姿に係る検討について

2021年11月
ATENA

（参考１）2021年11月4日面談時説明資料
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１．EALの⾒直しに係るこれまでの経緯

 EALの⾒直しに関して、2020年3月30日の規制委員会において、「①特重施設の反映」及び
「②あるべき姿の検討」について検討する旨示されたことを受け、ATENA内に「EAL検討WG」を設
置し対応してきた。

＜3月30日の規制委員会で提示されたEALに関する検討課題＞

・ 特重等の審査状況を踏まえたEALを判断する設備の拡充

・ 再処理施設の審査状況を踏まえたEALの⾒直し

・ 10条通報事項の内、敷地外への影響がない場合等の委員会としての対応

・ EALの本来あるべき姿を踏まえたじっくりとした検討

 これまで、「①特重施設の反映」について、先⾏PWR３社を中心にNRAと公開会合等を⾏い、
2020年10月28日に指針類の改訂がなされた。

 今後、「②あるべき姿の検討」に対しては、全社で対応を進める必要があるとともに、「①特重施設
の反映」についてBWRについての検討が必要なことから、体制を再構築する。
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２．EALに関する中⻑期的課題

 EALの制度（枠組み）⾒直しに対する対応

 EALの制度（現在、具体的な基準ついて委員会が指針でEAL の枠組みを定めており、事
業者が原⼦⼒事業者防災業務計画にEAL の設定を⾏う）について、あるべき姿の検討を
進める。

 事業者はATENAがEALの枠組みを定めてはどうか

 EALの⾒直し等に係る第７回公開会合（2020年9月1日開催）において、NRAからEALに関する
中⻑期的課題として、以下が提⽰されている。

EAL制定の流れについて考えられる枠組み、メリット・デメリットについて、事業者の

考えを整理する。
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3. 事業者の考えるEALの課題

 EALの⾒直し等に係る第７回公開会合（2020年9月1日開催）において、事業者（ATENA）
から中⻑期的に検討を⾏いたいEALの課題として、以下を挙げている。

＜中⻑期的に検討を⾏いたいEALの課題＞

・ 同一AL内の複数判断基準の明確化

・ 判断基準のバラツキの整理

・ 判断基準重複の精査

・ BWRの特重EALの整備（BWR有効性評価を踏まえた判断基準に考慮できる
設備の拡充も含む）

＜運用上の認識を合わせたい事項＞

・ ⾮該当の判断基準の整理

 また、第7回会合から現在までの間に、解決すべき課題として、以下が顕在化している。

・ PWRミッドループ運転におけるEAL28、29の取り扱い整理

・ BWR 急速減圧中、水位が一時的にTAF以下になった場合のEAL42判断

これら各課題に対する事業者としての対応⽅針を整理する。

記載の分かりやすさの観点から、青字部分について
は、2021年11月4日の面談時に説明した資料から、
記載場所を変更。
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EAL検討WG

ATENA
定例MTG

ATENA会議

主査︓中部、副主査︓関⻄

検討状況の諮問

活動報告

WG主査にて
説明

防災検討
WG

WG事務局 ATENA運営班

安全設計
WG

情報連携
対応方針検討
（解析関連）

テーマの検討内容に応じて、必要に応じ
常設WGやメーカー専門家を招集する

委員︓全社

４．検討体制

【対応項目】
・EALの制度（枠組み）⾒直しに対する対応（リーダ︓北陸電⼒、北海道電⼒）
・同一AL内の複数判断基準の明確化（リーダ︓北陸電⼒、北海道電⼒）
・判断基準のバラツキの整理（リーダ︓北陸電⼒、北海道電⼒）
・判断基準重複の精査（リーダ︓北陸電⼒、北海道電⼒）
・BWR有効性評価を踏まえた判断基準に考慮できる設備の拡充（リーダ︓東北電⼒、原電）
・BWR特重EALの整備（リーダ︓東京電⼒HD、関⻄電⼒）
・非該当の判断基準、EAL28・29、EAL42の整理（リーダ︓四国電⼒・中国電⼒）

 以下の体制で各課題への検討を進める。
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５．実施スケジュール

 今回整理した課題について、「４．検討体制」の体制下で検討を進めていく。

 近々の整理が必要な、以下の２つの課題について先⾏して検討を⾏う。今後、検討の進捗に応じ、

適宜、面談を実施させて頂きたい。

① BWRの特重EALの整備

② BWR有効性評価を踏まえた判断基準に考慮できる設備の拡充

 また、NRA側の認識課題である「EALの制度（枠組み）⾒直しに対する対応」に関し、考えられる

枠組み、メリット・デメリットの整理などができたタイミングで、改めて⾯談を実施させて頂きたい。
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（参考２） EALの⾒直し等に係る第７回公開会合（2020年9月1日）における 規制庁 資料（抜粋）
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（参考３） EALの⾒直し等に係る第７回公開会合（2020年9月1日）における ATENA 資料(抜粋)
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（参考３） EALの⾒直し等に係る第７回公開会合（2020年9月1日）における ATENA 資料(抜粋)


